
岡山畜産便り 1964.01 

岡山県畜産会広報事業  
畜産会広報誌発行実施要綱 
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１、目 的 

 社団法人岡山県畜産会（以下単に本会という）の

経営診断指導事業の目的からして、総合的な畜産経

営、畜産技術の普及および畜産物生産新組織の強化

並びに畜産物の消費、流通、購買、販売の合理化、

併せて本会と指導者、本会と生産者との結びつきを

深めることは極めて重要業務である。 

 この業務を一層推進するために、本会発行による

会誌を発行し、岡山県畜産の発展方向に併せて農家

所得の向上をはかり、ひいては経済的、社会的、技

術的、文化的な水準を高めることに寄与することを

目的とする。 

 

２、発行の主旨及び方法 

 以上の目的を遂行するためには、岡山県全域の畜

産を対象とする情報組織を統合するのが効果的であ

る。既に県下の畜産農家を対象として刊行されてい

る指導広報誌（紙）は数種である。又この種の情報

活動を表面的に行っていない団体もある。 

 これで個々に刊行しているものを統合して、各団

体機関の創意協力による指導誌の発行は畜産が大き

く発展するとき、生産者、指導者のためにも、運営

経費の面からも合理的である。 

 畜産関係団体並びに機関の指導業務の一環として、

その一部を代行する形において、畜産の統合的指導

団体である本会が畜産指導誌の統合版を発行するの

は妥当と考える。 

 統合版の発行方法は、歴史の長い「岡山畜産だよ

り」（県畜産課発行）を母体として、それに既刊の同

種のものを吸収統合する形で行い、発行所並びに運

営及び編集責任を本会に移行するものとする。 

 

３、運営方法 

 １、運営方法 

 運営は本会の業務の一環として行い、本会理事会

において基本方針を協議する。 

 運営費は広報誌の頒布収入及び広告収入並びに寄

付金によりこれを賄うを原則とする。 

 ２、編集委員会 

 会長の委嘱する学識経験者その他で構成した編集

委員会を設け、随時委員会を開いて、発行誌の編集

方針及び内容を検討し、誌面の質の向上と普遍性を

保ち、絶えず新鮮さを失わないよう努める。但し、

事業の推進については、編集委員の互選による常任

編集委員に細部を委任することができる。 

 ３、発行者及び発行所 

 発行者、社団法人岡山県畜産会長 

 発行所は、社団法人岡山県畜産会 

 事務所、社団法人岡山県畜産会内 

 ４、編集 

 発行者の元に編集責任者をおき編集運営の企画施

行にあたらせる。編集面では県畜産課内に編集分室

をおき、編集委員会の意見を尊重しつつ、本会と県

畜産課とが編集の共同責任をもつ。 

 県の出先機関には、地区毎に取材活動の協力並び

に指導を願うものとする。 

 更に編集を助けるために地区情報担当者をおき、

取材の円滑を図る。地区情報担当者には本会が委嘱

している経営診断指導員及び乳牛特別事故防止推進

員並びに会員団体の出先事務所の関係職員に依頼し、

情報の収集、更には購読者募集の協力者とする。 

 

４、発 行 

 １、会誌の名称 

 会誌の名称を「岡山畜産便り」とする。 

 ２、形式 

 （１）月刊誌とし、毎月 10日を発効日とする。 

 （２）誌型は B5版、頁数 32頁を原則とする。 

 運営並びに編集の機構を図示すれば図の通りであ

る。 

 ３、対象 

 （１）内容の対象 



岡山畜産便り 1964.01 

   イ、畜産物を生産する自立農家 

   ロ、畜産関係の共同並びに協業経営のリーダ

ー 

   ハ、農協、その他団体の指導員 

 （２）配付の対象 

   イ、農家及び一般 

   ロ、県の各機関及び農林事務所、農業改良普

及所、家畜保健衛生所並びに畜産関係試験場、その

た大学、研究機関 

   ハ、会員団体の関係機関及び指導対象並びに

開業獣医師 

   ニ、県外の関係機関及び団体 

 

５、内 容 

 １、農政、畜産経営の指導と解説 

 ２、畜産技術指導 

 ３、各地の動き 

 ４、市場の動き 

 ５、その他 

 以上の基本方針に沿い、各家畜部門の配分を考慮

しながら、特集号的編集を年数回とるよう計画する。 

 


